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平成 28 年度実施事業の検証・評価について 

 

１ 目的 

  本市総合戦略の効果的な推進を図るため、実施した事業について重要業績評価指標（KPI）に

基づく検証・評価を実施し、ＰＤＣＡサイクルの確立を図る。 

 

２ 検証体制 

  喜多方市総合戦略「5-2 進捗管理と検証の体制」に基づき内部評価及び外部評価を実施する。 

内部評価は、一次評価（担当課による自己評価）及び二次評価（地域創生推進本部における

評価）を実施する。 

外部評価は、二次評価の実施後、評価内容の妥当性・客観性を担保するため、地域創生推進

市民会議において実施する。 

 

３ 対象事業 

平成 28 年度実施事業 ４０事業 

（内訳） 地方創生加速化交付金事業     11 事業（3 つのﾊﾟｯｹｰｼﾞ事業として採択） 

まち・ひと・しごと創生基金事業 29 事業 

項目 地方創生加速化交付金事業 まち・ひと・しごと創生基金事業 

(1) 補助率 国交付金事業（10/10） － 

(2) 事業数 11 事業（３PKG 事業） 29 事業 

(3) 実績額 49,507,235 円 93,490,052 円（基金充当額） 

 

４ 内部評価における評価項目 

各事業の実績等を踏まえ、以下の項目について効果検証を行う。 

（１）事業効果（重要業績評価指標（KPI）の達成度合）（Ｃ:Check） 

（２）今後の方向性（改善）（Ａ:Action） 

 

５ 内部評価の方法及び結果 

（１）方法 「内部評価における区分及び基準について」（裏面）のとおり 

（２）結果  別紙「内部評価の結果（概要）」及び資料５「加速化交付金効果検証シート」のと

おり 

 

６ 外部評価 

地域創生推進市民会議による外部評価を実施する。 

  外部評価の実施にあたっては、地域創生推進本部における二次評価後の資料を基に、以下の

評価項目により評価を実施する。 

  【外部評価の評価項目】 ※ 個別事業（11事業）について評価 

 
・総合戦略の KPI 達成に有効であった 
・総合戦略の KPI 達成に有効とは言えない 

 

７ 評価後の取組 

  各担当課においては、評価結果等を踏まえ、効果的な事業計画（Ｐ:Plan）、実施（Ｄ:Do）を

行うものとする。 
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（裏面） 

内部評価における区分及び基準について 

 

○事業効果（４区分） 

区 分 基 準 

1 非常に効果があった ＫＰＩの達成度合が９０％以上 

2 相当程度効果があった ＫＰＩの達成度合が８０％以上 

3 効果があった ＫＰＩの達成度合が８０％未満 

4 効果がなかった 未実施 等 

※ 一つの事業に複数の重要業績評価指標（KPI）がある場合は、各ＫＰＩの達成状況を勘案し、

総合的に事業効果を評価する。 

 

○今後の方向性（５区分） 

1 事業内容を拡充して継続実施 

2 現在の内容どおり継続実施 

3 事業内容を見直して継続実施 

4 事業の廃止・中止 

5 （予定通り）事業完了 
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ઐહস事業
（パッケージ）

事業効果
（KPI୸成২়） 今後の方向性

① 喜多方|஗のઐ૴|嵊崳ター崬崊ー事業【஗業ஷ௪課】 現在の内容どおり継続実施

② 喜多方おはようマルシェ（朝市）支援事業【商工課】 事業内容を拡充して継続実施

③ 喜多方ਓ৪఺峝峇峚の഑喜多方崿嵕嵊ーシ嵏嵛事業【観光ઐ૴課】 現在の内容どおり継続実施

④ 観光まち峏岹り推進事業【観光ઐ૴課】 現在の内容どおり継続実施

⑤ 観光まち峏岹り人材育成・৒ା支援事業【観光ઐ૴課】 事業内容をৄઉして継続実施

⑥ 蔵のまち喜多方・蔵観光推進事業【観光ઐ૴課】 現在の内容どおり継続実施

⑦ 「ྕিと岮岲峚ৈ഑」まちお岽し事業【観光ઐ૴課】 現在の内容どおり継続実施

⑧ ਲ外誘客യ進観光整備事業【観光ઐ૴課】 事業内容をৄઉして継続実施

⑨ ୨峑峬てな峃観光ઐ૴推進事業【観光ઐ૴課】 事業内容をৄઉして継続実施
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「大人の社会塾」を中心とし
た人材育成による地域活性
化事業（広域連携事業）

非常に効果があった 事業内容を拡充して継続実施

3

広域連携による外国人観
光客誘客のためのデジタル
DMO整備推進事業（広
域連携事業）

効果があった 事業内容をৄઉして継続実施

未ਟをิ岹喜多方人育成崿嵕ジェ崗崰事業【੫઺৹整課】

広域連携による外国人観光客誘客のためのデジタルDMO整備推進事業
【観光ઐ૴課】

内部評価の結果（概要）

個別事業

蔵のまち喜多方DMO推進
事業1 ৼਊங২効果があった

事業効果（4区分）
・非常に効果があった（KPIの୸成২়が90％以上）
・ৼਊங২効果があった（KPIの୸成২়が80％以上）
・効果があった（KPIの୸成২়が80％未満）
・効果がなかった（未実施等）

今後の方向性（5区分）
・事業内容を拡充して継続実施
・現在の内容どおり継続実施
・事業内容をৄઉして継続実施
・事業の廃止・中止
・（੒৒ৢり）事業౥വ


